




























































































共通テーマの設定 39 ／ 共通テーマにおける目標の設定 39 ／

















































































































































































































































































































































































































































































学級担任は， （ ）から読み取ったことを念頭におき，Ｊ君の日常生活での「協表３ p.14
応動作」に目を向けた。着替えの際，ボタンを目で確認しながら一人ではめることができ
る。また，脱いだ際に裏返してしまったズボンの脚の部分に手を入れ，裾を指でつまんで
























































































表４ 「８人の児童の学習履歴の分類（H21.4月 ～ H23.5月 」）
領域
児童（学年）
Ｂ 君(１年) － － ２ － － － －
Ｄ 君(２年) － ５ ３ １ － ２ １
Ｈ 君(３年) ４ ６ ８ ２ － ２ ２
Ｊ 君(４年) ４ ５ ６ ２ １ ３ ２
Ｎさん(５年) ４ ４ ６ ２ １ ３ ２
Ｏさん(５年) ４ ６ ６ ２ １ ２ ２
Ｑ 君(６年) ４ ５ ８ ２ － ２ ２
Ｒ 君(６年) ４ ５ ６ ２ １ ３ ２
※数字は，共通テーマで取り扱った回数














































段階 導入 展開 まとめ・発展
テーマ
 ｢まとあてゲームを 　　  「まとあてサーキットを  「キックベースボールを
　しよう｣ 　 しよう」 　しよう」






























































， ， 「 」教師は 学習履歴を活用した支援の方法として ボールの中心に アンパンマン
のシールをはることを考えた。教師は，Ｊ君の目の前にボールを置き，｢アンパンチ



















































































































































































，Ｎ君の ３年後の願う姿 に向かっているのかどうか Ｎ君の個別の教育支援計画「 」 ， （図８
）を参照して，確かめることにした。p.27
Ｎ君の個別の教育支援計画（ ）の「３年後の願う姿②」の欄には 「教師や友図８，p.27 ，
だちと必要なやりとりをしながら，仕事に取り組んでいる」があり，この姿の「実現に必
要な力」の一つとして 「言葉や支援ツールを使って思いを伝えることができる」を設定し，

























ふりがな 性別 生年月日 ふりがな









































H22年度  ・後輩を授業に誘ったり，協力して荷物を運んだりすることができた。（学校） 
              ・ベルを鳴らして支援者を呼び，検品の依頼をすることができつつある。（学校） 




























































「 」 。共通テーマ 沖縄に行こう の各段階のテーマと主な学習活動を のように設定した表７
表７ 「共通テーマ『沖縄に行こう』における指導計画」
段 階 導入 展開 まとめ
｢テーマ｣ 「沖縄はどんな場所か， 沖縄で着る服を作ろう 「沖縄でやりたいことを「 」
調べよう」 「沖縄料理を作ろう」 決めよう」
回 数 ２回 ５回 ２回
●雑誌やインターネット ●沖縄で着るＴシャツや ●沖縄について調べたこ
などを使って沖縄につ 土産を入れる手提げ袋 とや取り組んできた学

























教 うに発表したらよいか迷 活動に見通しを持つこと Ｎ君が初めて取り組む
師 っているときには，教師 ができるであろう。 工程では，Ｎ君の手や
の が 「○○（活動名 ，が ○この授業では，アイロン 指に，教師が手を添え， ）
か んばります」と２語文で やなべといった本人にと て道具の動かし方を伝
か 発表する手本を示した。 って馴染みのない道具を えたり，道具の使い方


















環 表する際，他の友だちが りや調理に取り組む姿を 置したり，活動ごとに周
境 発表する姿を参考にでき 常に見られる座席配置に 囲に手順表を掲示して，
構 るように発表順を最後に することで，活動に対し 手順や必要な材料・道具


























































































































， 「 」 ，次に Ｎ君が 言葉や支援ツールを使って思いを伝える 力をさらに高めていくために
学校と家庭でどのようなことができるのかを話し合った。学級担任は，授業や行事におい
て，Ｎ君が教師や友だちとやりとりする学習活動を設定し 「言葉や支援ツールを使って思，












ふりがな 性別 生年月日 ふりがな




























H22年度  ・生協で食べたい品物の写真を指さして伝えることができた。教師による促しが必要である。（学校） 
















H22年度  ・後輩を授業に誘ったり，協力して荷物を運んだりすることができた。（学校） 
              ・ベルを鳴らして支援者を呼び，検品の依頼をすることができつつある。（学校） 









































。 ， 「 」る目標を設定する その際 個別の教育支援計画の子どもの ３年後の願う姿
に向かうようにする。














， 「 」（ ，高等部では 共通テーマ これって…アリ？ ナシ？ 指導期間：６月27日～７月20日
全５回）の実践をとおして明らかにした 「子どもの将来を見通して，大切にしたい20のこ，
























， （ ） ， ，学習履歴から 平成21年度前期 中学部３年生 の時は 決まった言葉で話していたが
学習を積み重ねることで，自分の言葉で感想などを発表することができるようになってき





り 「昨日犬の散歩した 「今日キャンドル作る」というように，経験を教師に詳しく話す， 」，
ことが多くなってきている。また，以前は，突然後ろから肩をたたくなど一方的なかかわ
りが多かったが，最近は「□□さん，一緒に鬼ごっこしよう」と友だちを呼んだり，相手









































































「教員室での振る 「発表の仕方を考 「家族への態度を 「友だちへの態度
舞い方を考えよ えよう」 考えよう」 を考えよう」
う」
回数 ２ １ １ １
●教員室への入り ●発表する際の話 ●家族への接し方 ●友だちとの距離，
方や教師への話 し方や声の大き 話し方などにつ 感，友だちとト
しかけ方，話す さ，姿勢，友だ いて，話し合っ ラブルになって
ときの態度につ ちの発表を聞く てルールを決め しまった場合の






，「 」 ， 。Ｉ君の学習履歴や現在の姿 20のこと を参考にして Ｉ君への支援の方法を設定した
授業者は，学習履歴や実態から支援の方法として 「台詞カードを活用すること」や「手本，
となる生徒がいる小グループでの活動を設定すること 「Ｉ君の意見や考えに対して教師」，




























に，支援者の名前を伝 悪いかを答える際に 「○ を把握し，他者に伝える，















構 担を変更した後も，同 ○発表したりロールプレイ ○状況を判断して，安全に































































































































































○Ｊ.ピアジェ（波多野完治・滝沢武久訳）(1960 「知能の心理学 ，みすず書房）， 」
○重度障害者の就労促進を目指す研究開発プロジェクト(2010),「私もはたらく」
○全国特殊学校長会
(2005) 「よくわかる『個別の教育支援計画』Ｑ＆Ａ ，ジアース教育新社， 」
















































①「通勤」６ 「送迎」３ 「遅刻」３ 「風雨」２,「変更」１などから，天候の変化や予定の変更など，， ， ，
状況に応じて行動することが読み取れ というカテゴリにまとめた。，『状況を判断すること』




『品物③「購入」１ 「おかし」１ 「コンビニ」１などから，通勤途中に買い物をすることが読み取れ， ， ，
というカテゴリにまとめた。を選ぶこと 『お金を遣うこと』』，











⑤「ねじ」５ 「袋詰め」３ 「食器洗い」２ 「組み立て」２ 「片付け」２ 「段取り」１などから，作， ， ， ， ，
業をすること，準備や片付けをすることが読み取れ というカテゴ，『作業や準備・片付けをすること』
リにまとめた。
⑥「続ける」８ 「一定」３ 「落ち着く」２ 「黙々と」１などから，落ち着いて作業を続けることが読， ， ，
み取れ というカテゴリにまとめた。，『安定したペースで続けること』
⑦「質」２ 「量」１ 「意欲」１ 「新しい」１ 「チャレンジ」１などから，仕事に対する意欲をもつ， ， ， ，
こと，向上心を持って仕事をすることが読み取れ とい，『目標に向けて主体的にチャレンジすること』
うカテゴリにまとめた。
⑧「時間」４ 「変更」２ 「場所」２ 「休憩」２ 「終わる」１などから，時間に合わせて仕事に取り， ， ， ，
組むこと，時間や場所の変更に対応することなどが読み取れ という，『見通しをもって行動すること』
カテゴリにまとめた。
⑨「指示」３ 「スタッフ」３ 「職場」２ 「覚える」２ 「仕上げる」２ 「受け入れる」１ 「改善」， ， ， ， ， ，
『支援者の指１などから，指示に沿って仕事をすること。指摘されたことを改善することが読み取れ，
というカテゴリにまとめた。示に応じること」
⑩「言う」４ 「依頼」１ 「不良」１ 「呼ぶ」１などから，出来たことや困ったことを支援者に話すこ， ， ，
とが読み取れ というカテゴリまとめた。，『報告・連絡・相談をすること』
⑪「自分」10 「周り」２ 「仲間」２ 「一緒」２ 「挨拶」１ 「答える」１などから，自分から他者に， ， ， ， ，
かかわりを持つことが読み取れ というカテゴリにまとめた。，『仲間とやりとりをすること』






⑬「昼食」３ 「多少」２ 「食べる」１ 「調節」１などから，自分で食べられる量を判断することが読， ， ，
み取れ というカテゴリに分類した，『量を考えて食事をすること』
⑭「休憩」４ 「楽しみ」２ 「居場所」１ 「ゆったり」１などから，気持ちが落ち着く場所を見つける， ， ，
ことが読み取れ というカテゴリにまとめた。，『落ち着ける場所で休み時間を過ごすこと』




⑯『自分なりの楽しみを持つこと 『趣味や特技を持つこと 『視野を広げること』』， 』，
⑰『いろいろな人と一緒に行動すること』
⑱『地域で過ごすこと 『地域の資源を活用すること』』，
⑯「カラオケ」３ 「のびのび」３ 「挑戦」２ 「楽しみ」２ 「ボウリング」１ 「記録」１ 「ファッ， ， ， ， ， ，
ション」１ 「知る」１ 「広げる」１などから，自分で楽しめるものを見つけること，得意なことを， ，
『自分なりの楽しみを持つこと 『趣味や特見つけること，色々なものに興味を持つことが読み取れ， 』，
というカテゴリにまとめた。技を持つこと 『視野を広げること』』，
⑰「ボランティア」２ 「一緒」２ 「送迎」１ 「○○の会」１などから，家族以外の人と行動すること， ， ，
が読み取れ というカテゴリにまとめた。，『いろいろな人と一緒に行動すること』








『お⑲「買う」２ 「注文」１ 「コンビニ」１などから，商店を利用して買い物をすることが読み取れ， ， ，
というカテゴリにまとめた。金を遣うこと』
『気持ちをコン⑳「欲しい」３ 「抑える」１ 「落ち着く」１などから，欲求を抑えることが読み取れ， ， ，
というカテゴリにまとめた。トロールすること』
「 」 ，「 」 ，「 」 ，「 」 ， ，○ 体重 ３ 増加 ２ 減る ２ 管理 １などから 自分の体調の変化に気付くことが読み取れ21
というカテゴリにまとめた。『自分の体調の変化に気付くこと』






○「排泄」４ 「衣服」３ 「歯磨き」２ 「しっかり」１などから，基本的な生活習慣にかかることを身23 、 ， ，
に付けることが読み取れ というカテゴリにまと，『身辺処理をすること 『身だしなみを整えること』』，
めた。
持○ 荷物 １ かばん １ 片付ける １などから 持ち物の整理整頓を心がけることが読み取れ24「 」 ，「 」 ，「 」 ， ，『
というカテゴリにまとめた。ち物の整理整頓をすること』





統合したりして文章化した。子どもの卒業後の生活を「家庭で過ごす場面 「地域で暮らす場面 「職」， 」，
場で働く場面」の３つの場面ととらえ，文章を振り分けた。平成22年度に実施した卒業生現状調査（事




























































































あ と が き
「子どもから学ぶ」これは、私たち教師にとっては、基本的な心構えと考えられている
ことです。本校では 「子どもがあって学校がある」をモットーにしているので、さらに当、


































校長 松本富子 副校長 倉林 正 教務主任 三俣利明
城田謙司 樺澤美智代 井草昌之 瀧沢泰之 菅野 剛
小林敦子 山田由記子 前村亜矢子 定村 治 石井達也◎
松本 優 内田 誠 小須田稔○ 三澤哲彦 石川裕紀
島田 洋○ 高橋源太郎 山田雅之○ 長谷川剛広 城田英子
水落公美子 三浦直子 松尾英知○ 水野理恵 田村旭子
宇佐美多恵子 川島さやか 浅岡友美 岩崎和子 新井ひとみ









（ ）中原 泉 ワークハウス ドリーム
平成22年度まで研究を共にした方
石原隆志 伊勢崎市立あずま南小学校 前島 朗（高崎市立第一中学校）（ ）
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